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テレックスの設置と利用について
iこのたび附駆書館にテレックスを設置し・使
用を開始しました。
　発信文は一度紙テープにさん孔した後，相手方
1に自動送信しますので，短時間に能率よく　（375
字／分）送信することができます。
1　このようなテレックスは，本学における教育・
1研究活動に必要不可欠のものであり，学術情報の
‘収集その他に有用なものでありますので，附属図
1書館では・これ蝉内の利用喉することにいた
きしました。下記参照のうえ精々御利用くださるよ
1う御案内いたします。
1　　　　記ξ1、設置場所
多　　附属図書館別館　（本部構内　尊撰堂南側建
，　物）3階，閲覧課学術情報掛（以下「担当掛」
1　という。電話　内線2635，2642）
　2、機種
i、、嚇薪讐，鍵機
1　　5422693LIBKYU　J・
1　　　　（LIBRARY　of　K：YOTO　UNIVERSITY，
1　塾PAN）
14、送信
ミ　（1）申込み手続
1　　　所定の利用申込書を担当掛に提出するこ
　　と。　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
（2）経費負担　　　　　　　　　　　　　　　き
　送信に要する経費は，各部局負担（当分の1
　間，校費負担に限る。）とし，後日，附属図1
　書館から振替により処理する。　　　　　　1
　　受付時間　　　　　　　　　　　　　，
　　月曜日～金曜口　g時～17時　　　　　　葦
　　土曜日　　　　　9時～12時　　　　　　　ξ
　　送信の範囲　　　　　　　　　　　　」
　　国外（一部を除く）のみとする。　　　　～
　　送信文　　　　　　　　　　　　｛
　　利用者が紙テーブにさん孔すること。　　1
　　通信料（例）　　　　　　　　　　　　　　1
　　アジァ・アメリカ　730円／分　　　　　　｝
　　ヨー・ツパ　　　830円／分　　　　㌔
　　アフリカ　　　　　930円／分　　　　　　1
　　　　（通信速度　50b／s，375字／分）　　　　3
　　受信文は，担当掛から学内便等により受信1
　者に連絡・送付する。　　　　　　　　　　　1
　　受信予定のある場合あるいは取扱上留意を～
　要するものについては，あらかじめその旨担葦
　当掛に連絡しておくこと。　　　　　　　　ξ
（3）
（4）
（5）
（6）
5、受　信　　　　　　　　　　　　　　　｝
（1）送達　　　　　　　　　　1
（2）溜意事項　　　　　　　　　　　　　　　　き
内
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